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＊なるべく繰り返し使えるもの、詰め替えできるものを選んで使う。 

 

＊買いすぎない、作りすぎない、 

使いすぎないことにチャレンジする。 

 

                          

 

＊生ごみはしっかり水切りする 

 

 

 

 

＊マイバッグ・マイ箸・マイカップ運動に取り組む。 

＊混ぜればごみ、分ければ資源の意識を持つ。 

 

ごみを減らす暮らし 

できることから始めてみませんか？ 

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 
容器包装 

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃えるごみ袋の臨時対応について 

「混ぜればごみ、分ければ資源」 

 できることから少しずつ取り組み、環境にやさしい暮らしにつなげて行きましょう。 

なお、燃えるごみ袋の臨時対応やＱ＆Ａについては、町ホームページでもお知らせ 

しています. 

例えば 臨時対応はいつまで続くの？ 臨時対応終了後はどうなるの？ 

資源ごみ(緑の袋)や不燃ごみ(青の袋)に入れて出していいの？ …など 


